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 あいさつ 理事長  渡辺優子 ―P1 

 野生動物救護の会とは？  ―P2 

 活動内容         －P3 

 らんちゃん便り      ―P4 

   
ミズナギドリ           －P5、6





 山下の突撃レポート   

設立記念パーティー          －P7  

ジャパンバードフェスティバル    ー

ー

P8 

 インフォメーション         P9 

RUNNER とは？？   

     この会報のタイトル“RUNNER” には３つの願いが込められています。 

☆

☆救護の会が RUNNER のようにどんな困難も乗り越えて進んでいけるように 

☆動物たちが元気に大空に飛び立ち、走り続けていけるように 

自然環境保全センターの長年のアイドルであるランちゃんがいつまでも元気でいられるように

（ＷＥＢ版は割愛）

特集 今日のＲＵＮＮＥＲ
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                                                               第一走者：ミズナギドリ 

 ここではセンターに運び込まれた傷病鳥獣について保護記録やエピソードを交えてご紹介します。

 

台風に運ばれてきた迷子？

　２００７年９月上旬、日本に上陸した台風９号。

その後、ミズナギドリの仲間が３羽相次いでセンター

に運ばれてきました。台風の強風にあおられて陸地に

着いたようです。県内ではいずれも珍しい種類なので

詳しい種類の同定は現在依頼中です。

保護個体データ

①受付番号：０７０４８８

　 種類：カワリシロハラミズナギドリか

            ハジロミズナギドリと思われる

   保護年月日：２００７年９月７日

   保護場所：藤沢市片瀬海岸　民家付近 

　 状態：元気なし、外傷は特になし (体重：４６５ｇ)

   転帰：２００７年９月１７日　死亡 (体重：４５０ｇ)

②受付番号：０７０４８９

　 種類：ヒメシロハラミズナギドリと思われる

　 保護年月日：２００７年９月８日

　 保護場所：伊勢原市下落合　道路上 

　 状態：元気なし、外傷は特になし (体重：１２２．７ｇ)

　 転帰：２００７年９月１４日　死亡 (体重：１２６ｇ)

③受付番号：０７０４９０

　 種類：シロハラミズナギドリと思われる

　 保護年月日：２００７年９月８日

　 保護場所：愛川町中津大倉　道路上 

   状態：元気なし、左翼肘の骨折、右水かき一部欠損

           (体重：１２６．６ｇ)

   転帰：２００７年９月１４日　死亡 (１１９ｇ)

①受付番号０７０４８８の個体

観察メモ（２００７年）

9/7 　 鳥①　保護

9/8 　 鳥②、鳥③　保護
　　     二羽を同じケージに入れ、鳥①のケージ
横
         に置く

9/13  鳥②、鳥③
　　     活発に動きまわっている

　　     仲良くくっついてお互いに羽づくろいを

　　     することもある

9/14  鳥①　水に浮かせてみたが撥水しない

　　     鳥②、鳥③　死亡

9/15    鳥①

　　  小学生が釣ってきた生きた魚を自力で

　　  数匹食べる

9/17    鳥①　死亡
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                  台風情報

２００７年９月上旬、日本に上陸した台風９号は、８月

２９日に南鳥島近海で発生しました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　   センターで保護された個体以外にも、ちょうど同じ

下記は台風９号の日本上陸までの経路図です。　　　　　　　　　　　　時期 (２００７年９月７日) にヒメシロハラミズナギド

　　　　　　   リの死体が藤沢市で発見されました。現在は剥製

                標本として平塚市博物館に収蔵されています。 

 　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　これから先へ…

       残念ながらセンターで保護されたミズナギドリ３羽は 

            全て死んでしまいました。これらの鳥たちの遺体は後に

            博物館施設へ移管される予定です。

　          死んでしまったとはいえ、陸から遠い大洋で過ごす海鳥

            の生態はまだ実態が解明されていないことも多く、貴重

            なサンプルとなるでしょう。

 　            傷ついた野生動物を保護し世話をするだけでなく、 

　　　　　 助けられなかった動物からも情報を得て、今後の保護 

            活動に活かしていくことも私達の役目なのです。 

＊引用：気象庁ホームページ(http://www.jma.go.jp/jma/index.html)                      

       ○     ○ 図鑑○ 図鑑○ NO .1NO .1 　

  　　・ミズナギドリ科

    　　　　 ( 世界：７４種、日本：１８種 )

　    多くの種は南極周辺の海域で繁殖する。

　　日本では５種が繁殖するほか、南半球で繁

　　殖し、春から夏にかけて日本近海に飛来す

　　るものもある。中～大形の海鳥で鼻孔はチ

　　ューブ状、嘴は先が少しかぎ形に曲ってい

　　る。繁殖期以外は大洋で生活し、海上で帆

　　翔とはばたきを交互にくり返して弧をえが

　　きながら、魚などをとる。魚群に大群が集

　　まることもある。

 飛びたつ時には海面を足でけって助走をす

 る。集団繁殖し、土中に穴を掘って１卵を

 産むものが多い。ミズナギドリ目の鳥は他

 の科も含めてフェリーなどで沖に出ない限

 り見る機会は少ないが、オオミズナギドリ

 は陸からも見られるほか、台風通過後など

 に弱って保護されることがある。

＊引用：高野伸二『フィールドガイド 日本の野鳥』

　　　　増補改訂版 ( 財団法人 日本野鳥の会、２００７ )
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